
〔
史
料
紹
介
〕

関
西
大
学
図
書
館
所
蔵

「
京
都
上
京
伊
勢
屋
九
郎
兵
衛
文
書
」

先
年
関
西
大
学
図
書
館
が
購
入
せ
ら
れ
た
「
伊
勢
屋
九
郎
兵
衛
文

書
」
は
、
同
館
が
精
力
的
に
蒐
集
し
て
い
る
近
世
古
文
書
群
の
な
か
で

①
 

特
異
な
も
の
の
一
っ
と
言
え
る
。
「
伊
勢
屋
九
郎
兵
衛
文
書
」
は
、
先

づ
全
点
裏
張
文
書
で
あ
る
こ
と
、
断
簡
類
を
含
め
そ
の
大
半
が
書
状
で

あ
る
こ
と
、
年
紀
記
載
の
あ
る
文
書
を
含
め
様
式
、
書
体
な
ど
か
ら
そ

の
殆
ん
ど
の
も
の
は
近
世
初
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
等
の
特
色
を
持
っ

て
い
る
。

近
世
初
期
文
書
と
考
え
ら
れ
る
根
拠
と
し
て
書
状
の
な
か
に
「
い
す

は
ん
ゃ
」
、
「
し
ゃ
む
ろ
」
、
「
か
ほ
ち
ゃ
」
、
「
る
す
ん
」
、
「
黒
舟
」
、
「
帰

朝
」
、
「
白
糸
」
等
の
文
言
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
差
出
人
の
な

か
に
、
近
世
初
期
上
方
行
政
機
構
の
な
か
で
手
腕
を
揮
っ
た
小
堀
遠
江

（
そ
の
一
ヽ

守
政
一
の
備
中
国
奉
行
時
代
に
お
け
る
現
地
の
代
官
の
一
人
で
あ
っ
た

R
 

深
町
喜
左
衛
門
の
書
状
が
六
通
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
等
で
あ
る
。

こ
の
外
に
も
小
堀
の
備
中
国
奉
行
在
職
中
に
現
れ
る
現
地
で
の
代

官
と
考
え
ら
れ
る
杉
村
作
二
、
杉
村
新
丞
、
勝
田
左
近
等
の
書
状
が
含

ま
れ
て
い
る
。
経
歴
未
詳
の
山
田
宗
味
書
状
に
は
「
遠
江
守
」
、
「
ふ
し

み
」
と
言
う
文
言
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
右
の
深
町
、
杉
村
の
存
在
を
考

え
る
な
ら
ば
、
右
の
「
遠
江
守
」
は
小
堀
政
一
そ
の
人
で
あ
り
「
ふ
し

み
」
は
伏
見
奉
行
在
職
中
の
「
小
堀
」
を
指
し
た
も
の
と
考
え
て
差
し

③
 

支
え
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
伊
勢
屋
九
郎
兵
衛
文
書
」
の
お

お
よ
そ
の
年
代
の
枠
を
絞
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

年
紀
記
載
の
あ
る
文
書
の
な
か
に
は
「
糸
」
の
取
引
に
関
わ
る
も
の

藤

田

恒

春
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が
あ
り
、
そ
の
大
半
が
不
完
全
な
形
と
は
言
え
、
史
料
的
価
値
は
勘
な

く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
伊
勢
屋
九
郎
兵
衛
文
書
」
は
、
書
状
の
宛
名
の
殆
ん
ど
が
「
い
せ

ゃ
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
現
在
四
個
の
峡
に
保
存
さ

れ
て
い
る
。
裏
張
文
書
と
言
う
性
格
上
、
大
部
分
は
完
全
な
形
を
と
ど

め
て
お
ら
ず
r

僅
か
二

l
-
―
一
行
の
み
と
言
う
も
の
ま
で
あ
る
。
一
点
宛

台
紙
に
貼
ら
れ
、
断
簡
類
は
一
枚
の
台
紙
に
ニ
ー
三
点
貼
ら
れ
て
い
る
。

四
個
の
峡
で
合
計
六
八
八
点
あ
り
、
完
全
な
か
た
ち
を
と
ど
め
て
い
る

も
の
、
ま
た
意
味
を
取
り
う
る
も
の
は
半
数
程
で
あ
る
。

年
紀
、
千
支
記
載
の
あ
る
も
の
、
或
い
は
推
定
で
き
る
も
の
は
一
七

点
、
上
限
は
慶
長
九
（
一
六
0
四
）
年
、
下
限
は
延
享
二
（
一
七
四
五
）

年
で
あ
る
。
但
し
、
一
七
点
の
う
ち
慶
長
以
外
の
も
の
は
延
享
二
年
の

「
畑
請
状
」

(
9
号
）
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
伊
勢
屋
九
郎
兵

衛
文
書
」
が
反
故
と
な
り
裏
張
に
利
用
さ
れ
た
時
期
を
近
世
中
期
以
降

と
推
定
で
き
る
。

宛
名
が
「
伊
勢
屋
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
差
出
人
の
多
く
は
商
人
で
、

な
か
で
も
同
族
の
一
人
と
考
え
ら
れ
る
堺
の
伊
勢
屋
二
郎
左
衛
門
秀
弘

の
も
の
が
二
二
通
含
ま
れ
、
同
じ
堺
の
雀
屋
久
兵
衛
、
丸
屋
又
兵
衛
か

ら
の
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

右
の
ほ
か
に
は
天
王
寺
屋
甚
三
郎
、
山
か
屋
二
郎
兵
衛
、
橘
屋
喜
兵

衛
吉
弘
、
池
田
屋
新
左
衛
門
、
伊
勢
屋
善
七
、
綿
屋
小
八
郎
、
大
黒
屋

次
大
夫
、
菊
屋
弥
兵
衛
、
尼
崎
屋
新
右
衛
門
、
筋
屋
弥
八
郎
、
雀
屋
定

有
、
は
く
屋
そ
う
兵
衛
、
筋
屋
清
兵
衛
、
具
足
屋
源
左
衛
門
、
銭
屋
善

四
郎
、
伊
勢
屋
弥
兵
衛
等
、
屋
号
を
名
乗
る
者
か
ら
の
書
状
が
多
い
。

こ
の
ほ
か
「
こ
や
」
、
「
こ
ち
」
、
「
た
い
」
、
「
め
う
い
」
、
「
い
し
」
等
、

女
性
炉
ら
の
書
状
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
伊
勢
屋
」
は
何
処
の
商
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

伊
勢
屋
二
郎
左
衛
門
秀
弘
の
書
状
は
「
堺
ぷ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
他
の
害
状
に
も
「
堺
ぶ
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
「
伊
勢
屋
」
は
堺
の
商
人
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
八
月
二
六
日

付
入
口
新
右
衛
門
書
状
や
一
―
月
一
三
日
付
い
し
消
息
に
は
「
大
坂

¢
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
四
月
一
九
日
付
小

□太
郎
右
衛
門
書
状
に
は

「
伏
見
ぷ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
右
の
こ
と
か
ら
堺
、
大
坂
、
伏
見
に

居
住
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
年
月
日
未
詳
九
郎
兵
衛
書
状
案

に
「
今
日
北
野
辺
遊
山
之
事
、
一
段
可
然
儀
候
、
乍
去
少
不
叶
用
に
て

••••• 
大
坂
へ
罷
下
可
申
」
（
傍
点
筆
者
）
と
、
あ
る
こ
と
か
ら
「
伊
勢
屋
」
は

京
都
に
住
う
商
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。

小
堀
政
一
備
中
国
奉
行
時
代
の
現
地
で
の
代
官
で
あ
っ
た
杉
村
新
之

④
 

丞
が
五
月
十
八
日
付
で
甚
左
衛
門
へ
宛
て
た
書
状

(30
号
）
の
な
か
に

「
上
京
い
せ
屋
九
郎
兵
へ
」
と
言
う
文
言
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
い
せ

屋
九
郎
兵
へ
」
こ
そ
他
の
書
状
に
頻
出
す
る
「
い
せ
屋
九
郎
兵
衛
」
と

看
倣
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
「
伊
勢
屋
九
郎
兵

衛
」
を
京
都
上
京
に
住
ぅ
一
商
人
と
し
て
置
く
。

ま
た
、
「
伊
勢
屋
九
郎
兵
衛
文
書
」
の
「
伊
勢
屋
」
の
生
業
に
つ
い
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て
は
、
年
次
未
詳
九
月
一
日
付
坂
主
水
書
状
の
宛
名
が
「
い
と
や
九
郎

兵
衛
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
織
物
乃
至
糸
の
取
引
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
伊
勢
屋
」
に
つ
い
て
は
他
の
記
録
類

⑤
 

で
確
認
し
え
て
い
な
い
。
早
く
退
転
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の

検
討
を
侯
ち
た
い
。

な
お
「
伊
勢
屋
九
郎
兵
衛
」
は

13
号
史
料
に
拠
る
と
「
長
井
九
郎

兵
」
を
名
乗
っ
て
お
り
、
「
長
井
」
が
本
姓
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る。
次
に
「
伊
勢
屋
九
郎
兵
衛
文
書
」
の
伝
来
に
就
い
て
若
干
触
れ
て
置

き
度
い
。
こ
の
文
書
は
古
書
雖
を
通
じ
購
入
せ
ら
れ
た
関
係
上
、
そ
の

出
所
に
就
い
て
は
審
か
で
な
い
。

『
岡
山
県
史
』
第
二
十
六
巻
所
載
の
「
岸
本
家
文
書
」
に
は
興
味
深

い
解
説
が
附
さ
れ
て
い
る
。
「
香
川
県
綾
歌
郡
多
度
津
町
、
岸
本
済
氏

は
、
収
集
さ
れ
た
古
い
襖
の
下
張
り
か
ら
、
慶
長
・
元
和
期
の
備
中
に

お
け
る
、
米
・
鉄
等
の
請
取
切
紙
約
二
百
点
（
断
片
も
含
む
）
を
発
見

⑥
 

さ
れ
て
香
川
県
教
育
委
員
会
へ
寄
贈
」
さ
れ
た
と
あ
り
、
『
岡
山
県
史
』

に
は
後
に
発
見
さ
れ
た
も
の
を
含
め
二
四
八
点
収
載
さ
れ
て
い
る
。

「
岸
本
家
文
書
」
は
、
全
点
裏
張
文
書
で
あ
る
こ
と
、
慶
長
・
元
和
期

の
文
書
で
あ
る
、
と
言
う
際
立
っ
た
特
色
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

「
伊
勢
屋
九
郎
兵
衛
文
書
」
と
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
認
め
ら
れ
る
と
言

え
よ
う
。
「
伊
勢
屋
九
郎
兵
衛
文
書
」
に
現
わ
れ
る
杉
村
作
二
、
杉
村

新
之
丞
、
深
町
喜
左
衛
門
は
「
岸
本
家
文
書
」
に
も
現
わ
れ
る
。
「
岸

⑦
 

本
家
文
書
」

4
、

9
ー

16
、

18ー

19
、

24
号
に
見
え
る
「
長

□弥
太

郎
」
は
、
「
伊
勢
屋
文
書
」
の
卯
月
二
十
五
日
、
同
晦
日
、
年
月
日
未

詳
の
差
出
人
で
あ
る
「
長

□弥
太
郎
」
と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

「
岸
本
家
文
書
」
に
は
「
長

□左
兵
衛
」

194
号
、
「
長
井
七
郎
右
衛
門
」

4
0
.
4
2ー

43
号
、
「
長
井
近
右
衛
門
」

31ー

32
号
な
ど
の
長
井
姓
を
名

③
 

乗
る
者
の
名
前
が
見
え
る
。

こ
の
こ
と
は
「
伊
勢
屋
九
郎
兵
衛
」
が
長
井
氏
を
本
姓
と
し
て
い
た

こ
と
と
全
く
無
関
係
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
「
伊
勢
屋
九
郎
兵
衛

文
書
」
の
な
か
に
小
堀
政
一
備
中
国
奉
行
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る

も
の
や
、
鎖
国
が
確
立
す
る
以
前
の
も
の
を
数
多
く
含
む
こ
と
は
、

「
岸
本
家
文
書
」
が
慶
長
・
元
和
期
の
文
書
で
あ
る
こ
と
と
符
合
す
る

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
性
急
な
推
断
を
下
す
こ
と
は
慎
ま
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
「
伊
勢
屋
文
書
」
と
「
岸
本
家
文
書
」
は
本
来
―
つ
の
も
の
で

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
置
き
度
い
。

最
後
に
「
伊
勢
屋
九
郎
兵
衛
文
書
」
の
形
態
な
ど
に
就
い
て
触
れ
て

置
く
。
原
型
を
と
ど
め
て
い
な
い
も
の
が
多
い
が
、
形
状
は
折
紙
が
多

く
、
花
押
を
書
い
た
も
の
が
殆
ん
ど
で
あ
る
。
料
紙
は
裏
張
文
害
と
言

う
性
格
上
、
茶
褐
色
に
変
色
し
て
お
り
、
判
然
と
し
な
い
。

本
『
史
泉
』
の
紙
上
を
お
借
り
し
、
紙
幅
の
許
さ
れ
る
限
り
「
伊
勢

屋
九
郎
兵
衛
文
書
」
の
釈
文
を
掲
載
し
て
行
く
予
定
で
あ
る
。
裏
張
文

書
の
た
め
前
後
欠
、
破
損
・
切
損
、
磨
滅
に
よ
る
解
読
の
困
難
性
を
来

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
誤
読
等
の
虞
れ
多
い
こ
と
を
序
め
お
断
り
し
て
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置
き
た
い
。

個
々
の
文
書
に
つ
い
て
は
最
後
に
若
干
の
解
説
を
附
け
る
予
定
で
あ

る
。
な
お
、
人
名
、
固
有
名
詞
等
に
つ
い
て
諸
賢
兄
姉
よ
り
の
御
垂
示

を
仰
ぐ
こ
と
を
併
せ
記
し
て
置
く
。

註

①
一
九
七
七
年
五
月
、
古
書
雖
を
通
じ
購
入
さ
れ
、
現
在
図
書
館
に
襲
蔵
さ

れ
て
い
る
。
尚
、
本
文
書
掲
載
に
つ
き
閲
覧
参
考
課
の
葛
馬
寿
秀
氏
の
御
厚

配
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

③
小
堀
政
ー
は
、
父
新
助
政
次
の
時
よ
り
「
備
中
国
御
仕
置
」
に
関
わ
っ
て

お
り
、
そ
の
時
期
は
元
和
五
（
一
六
一
九
）
年
近
江
浅
井
郡
小
室
へ
転
封
と

な
る
ま
で
続
い
た
と
思
わ
れ
る
。
令
佐
治
重
宗
氏
所
蔵
文
書
』
尚
、
深
町

に
つ
い
て
は
、
人
見
彰
彦
氏
が
触
れ
て
お
ら
れ
る
。
『
備
中
国
奉
行
小
堀
遠

州
』
七
三
頁
、
一
九
八
六
年
山
陽
新
聞
社
。

③
「
元
和
九
亥
之
年
¢
臥
見
町
御
仕
置
被
仰
付
侯
」
と
、
伏
見
町
支
配
に
関

わ
っ
た
。

6
佐
治
重
宗
氏
所
蔵
文
書
』

④
「
鉄
抱
衆
」
を
組
織
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
人
見
前
掲
書
、
七
一
頁
。

⑤
「
伊
勢
屋
九
郎
兵
衛
」
は
糸
割
符
仲
間
の
記
録
で
あ
る
『
糸
乱
記
』
に
は

見
え
ず
、
ま
た
「
現
糸
割
符
連
綿
録
」
に
も
見
え
な
い
。
（
仲
村
研
「
西
陣

渤
海
家
所
蔵
『
現
糸
割
符
連
綿
録
』
」
『
社
会
科
学
』

24
、
一
九
七
八
年
）
ま

た
京
都
の
諸
商
売
等
を
記
し
た
「
京
羽
二
重
織
留
」
、
「
京
羽
二
重
」
な
ど
に

は
、
両
替
商
、
諸
国
買
物
問
屋
と
し
て
多
く
の
伊
勢
屋
が
存
在
し
て
お
り
、

「
伊
勢
屋
九
郎
兵
衛
」
と
の
関
係
を
特
定
で
き
な
い
。
（
『
新
修
京
都
叢
書
』

第
二
、
ニ
―
―
•
五
0
四
・
五
0
七
し
八
・
五
六
四
し
八
頁
）

『
岡
山
県
史
』
第
二
十
六
巻
、
諸
藩
文
書
、

同
右
、
三
二
l
l
二
五
頁
。

同
右
、
三
八
•
四
0
l
-
．
七
二
頁
。

ニ
四
頁
、
一
九
八
三
年

凡

例

ー
、
文
書
の
配
列
は
書
状
以
外
の
も
の
を
先
に
載
せ
、
そ
の
あ
と
に
書
状
を
、

人
名
別
に
掲
載
す
る
。

2
、
各
文
書
に
は
文
書
番
号
を
附
し
、
ゴ
ン
ッ
ク
体
活
字
で
示
し
、
そ
の
下
に

料
紙
の
法
量
を
示
し
た
。

3
、
料
紙
に
つ
い
て
は
、
竪
紙
以
外
は
（
折
紙
）
と
、
文
書
名
の
下
に
注
記
し

テ

J
O

f
 

4
、
文
字
は
原
則
と
し
て
常
用
字
体
を
用
い
た
。
但
し
、
江
・
与
・
而
．
者
・

¢
な
ど
、
残
し
た
も
の
も
あ
る
。

5
、
改
行
は
」
で
示
し
、
折
紙
の
場
合
の
折
返
し
は
』
で
示
し
た
。

6
、
本
文
と
区
別
す
ぺ
き
部
分
は
「
」
で
括
り
、
（
端
裏
書
）
、
（
後
筆
）
な

ど
と
注
記
し
た
。

7
、
原
本
に
塗
抹
等
の
あ
る
場
合
に
は
そ
の
文
字
の
左
傍
に
と
と
で
示
し
、
書

き
直
し
た
文
言
を
右
傍
に
示
し
た
。
抹
消
し
た
文
字
が
不
明
の
と
き
は
、
そ

の
字
数
を
推
定
し
て
圃
を
以
て
示
し
た
。

8
、
原
本
の
磨
滅
、
奮
損
な
ど
に
よ
り
文
字
が
判
読
で
き
な
い
場
合
に
は
、
字

数
を
推
定
し
て
口
で
示
し
、
推
定
で
き
な
い
場
合
に
は

nLJで
示
し
た
。

9
、
誤
字
、
宛
字
な
ど
の
場
合
に
は
、
そ
の
文
字
の
右
傍
に
通
用
文
字
を
注
し
、

意
味
不
通
の
も
の
に
は
(
•
…
・
・
カ
）
、
（
マ
マ
）
な
ど
を
注
記
し
た
。

10、
料
紙
に
欠
損
の
あ
る
も
の
は

(
0前
欠
）
、
（
0
後
欠
）
と
示
し
た
。

⑧ ⑦ ⑥ 
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（

帷

子

）

ー
百
拾
弐
匁
白
か
た
ひ
ら

一
た
ん
二
付
十
六
匁
ツ
、

（

高

宮

）

一
拾
三
匁
た
か
み
や

慶
長
十
一
年

一
六
十
め

ひ
こ
殿
へ

（

染

帷

子

）

一
九
十
六
匁
そ
め
か
た
ひ
ら
一
ッ

一
た
ん
二
付
十
六
匁
ツ
、
一
ツ一ツ一ツ一ツ一ッ

＊
 

五
月
御
服
請
取
状

一ツ一ツ一ツ

織

p
殿

与
一
殿

上
総
殿

五
月
御
ふ
く
う
け
取
申
侯
覚

（談）

一

六

十

め

色

な

し

た

ん

ひ

こ

殿

へ

ひ

と

へ

物

（

漢

島

）

（

孝

蔵

主

）

一
四
十
三
匁
か
ら
し
ま
か
う
さ
う
す
へ
ひ
と
へ

＊＊ 

一

四

十

三

匁

か

ら

し

ま

ひ

こ

殿

へ

ひ

と

へ

*

＊

＊

（

最

臣

秀

頼

）

大
さ
力
御
う
へ
様

御
あ
わ
せ
の
う
ら

（
古
田
重
然
）

ひ
こ
殿
一
ツ
織
U
殿
一
ツ

（
片
桐
且
元
）

西
丸
殿
一
ツ
市
正
殿

上
総
殿

ひ
こ
殿

西
丸
殿

市
正
殿

一ツ

壱
た
ん

美
作
殿

七
た
ん

美
作
殿

六
た
ん

壱
た
ん

壱
た
ん

壱
た
ん

壱
た
ん

ク
テ
三

0
.
-

ョ
コ
三
二
•
O

11、
花
押
、
印
章
は
（
花
押
）
‘
R
と
示
し
た
。

12、
通
読
の
便
の
た
め
、
便
宜
読
点
・
並
列
点
を
加
え
た
。

埓
編
者
の
附
し
た
注
記
に
は
、
該
当
箇
所
に
＊
を
付
け
、
各
文
書
の
末
尾
に

掲
げ
た
。
そ
の
他
編
者
が
附
し
た
傍
注
は
す
べ
て
（
）
を
以
て
示
し
た
。

2
 

＊
紙
背
に
書
状
下
書
あ
り

＊
＊
こ
の
部
分
に
「
九
鎖
老

＊
＊
＊
こ
の
部
分
に
「
元
知
老

伊
勢
屋
九
郎
兵
衛
銀
子
預
状

預
り
坤
甑
子
之
事

（
伸
）

合
参
貫
目
之
事

右
預
り
申
所
実
正
也
、
何
時
」
成
と
も
御
用
次
第
急
返
」
進
可
申
候
、

為
其
如
此
候
、
以
上

慶
長
十
三
年

甲
七
月
九
日

長
弥
太
郎
様

（分）

右
之
銀
子
利
平
壱
歩
ノ
勘
定
」
＿
＿
而
壱
月
二
銀
子
舟
匁
弐
口

(
0
後
欠
）

知
月
廿
一
日

(
0
後
欠
）

い

せ

や

（

い

E)

九
郎
兵
へ
（
花
押
）

九
鎖
老
」
と
あ
る

常
味
」
と
あ
る

元
知
（
花
押
）

ク
テ
ニ
六
・
九

ヨ
n
二
九
・
ニ
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9* 

4

長
糸
買
注
文

（
後
筆
）

「
三
月
六
日

＊
 

白
糸
買
注
文

か
い
申
注
文

一
白
糸
壱
丸
者

此
銀
子
弐
貫
九
百
弐
拾
目

（
後
筆
）

「
三
月
四
日

半
丸
分

右
一
貫
四
百
五
十
匁
五
分
左
近
右
」

慶
十
六

二
月
廿
一
日

右
之
内
四
百
九
十
三
匁
八
分
渡

ひ
の
や

甚
右
衛
門
殿ま

い
る

＊
全
文
抹
消

源
蔵
分
相
済
」

右
ノ
内
銀
四
百
八
十
三
匁
八
分
渡
喜
七
郎
す
ミ
」

（
後
箪
）

「
三
月
六
日

3
 

タ
テ
ニ
八

ョ
コ
ニ

0 ＼
 

源
蔵

凰喜
日日＼

＼
 

左
近
右

タ
テ
ニ
七
•
四

ョ
コ
ニ
三
・
ニ

白
糸
弐
丸

此
銀
子
弐
貫
五
百
八
拾
目

（
マ
マ
）

壬
慶
長
拾
七
年

七
月
廿
三
日

＊
全
文
抹
消

5
 

買
注
文

長
キ
糸
壱
丸

此
銀
九
百
五
拾
目

祠
廿
七
日
、
宗
佐
渡

百
五
十
九
匁
五
分知

廿
九
日
二
内
五
百
目
上
」

慶
長
十
七

＼
 

知

月

八

日

新

兵

新

兵

（

花

押

）

（

後

筆

）

（

磨

滅

）

「
右
之
内
百
五
十
九
匁
五
分
、
宗
佐
分
[
~
」

九
郎
兵
様ま

い
る

（
後
筆
）「

残
分
弐
百
九
拾
三
匁
五
分

新
兵
へ
す
ま
し
申
候
」

白
糸
買
注
文

＼
 

宗
七

タ
テ
ニ
六
・
九

ョ
コ
四
六
•
五
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七
月
廿
四
日

百
廿
九
匁
一
分
五
リ
ン
甚
右
衛
門
尉
上

七
月
廿
五
日
二
す
ミ
申
候

＼
 

善
兵
衛

七
月
廿
四
日

右
之
内
へ
銀
百
廿
九
匁
一
分
五
リ
ン
也

七
月
廿
四
日

＼
 

右
之
内
百
廿
九
匁
一
分
五
リ
ン
渡
済
：
て
｀
＼
ー
｀

七
月
廿
五
日

百
廿
九
匁
二
分
五
リ
ン

右
之
内
百
廿
九
匁
一
分
五
リ
ン
ー
ー
＼

（七）□月
廿
四
日

百
廿
九
匁
一
分
五
リ
ン
新
兵
へ
済
申
候

百
廿
九
匁
一
分
五
リ
過
清
左
衛
門
済
申
候

七
月
廿
四
日

百
廿
九
匁
一
分

善
兵
分
済
申
侯

＼
 

甚
右
衛
口

＼
 

左
近
右

□口
塁＼新
円百＼

＼
 

彦
兵
口

七
月
廿
四
日

艮
百
廿
九
匁
一
分
五
リ
ン

（七）□月
廿
四
日

銀
百
廿
九
匁
一
分
四
リ
ン
九
左
上
す
ミ
申
候

七
月
廿
四
日

右
之
内
銀
百
廿
九
匁
一
分
四
リ
ン

大
郎
兵
へ
ふ
わ
た
し

＼
 

叉
右
衛
門

宗
佐
渡

麟＼衛兵
門口

右
之
内
銀
廿
九
匁
一
分
五
リ
ン

七
月
廿
四
日

右
之
内
百
廿
九
匁
一
分
五
リ
ン
上

銀
百
舟
二
匁
一
分
上
せ
う
い
済
申
候

七
月
廿
四
日

右
之
内
銀
百
廿
九
匁
一
分
五
リ
ン
彦
二
郎
相
済

七
月
廿
四
日

か
ね
百
廿
九
匁
壱
分
五
リ
ン

□兵
衛
渡
済
申
候

右
之
内
百
廿
九
匁
一
分
五
リ
孫
介
済
申
候

（七）□月
廿
四
日

右
之
内
百
弐
拾
九
匁
一
分
五
リ
ン

（七）□月
廿
四
日

右
之
内
百
廿
九
匁
一
分
五
リ
ン
新
太
夫
上
済

□□
人
口
銀
子
百
廿
九
匁
一
分
五
リ
ン

此
外
二
常
以
二
三
匁
ま
し
有

い
せ
や九

郎
兵
衛
殿ま

い
る

＊
全
文
抹
消

＼
 

官左ロロ

＼
 

四
郎
右
衛
門

四
郎
右
衛
門
済
申
候
也＼
 

四
郎
兵
口

＼
 

口
兵

□累
＼
 

新
二
口

‘̀A、＼
 

常
以

＼
 

彦
二
郎

与
太
郎
分

＼
 

与
大
郎
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二
月
＿
―
-
日

銀
百
五
十
五
匁
五
分
五
リ
ン
九
左
衛
門
渡
し
済

（
後
筆
）「

四
郎
兵
へ

二
月
四
日

渡

し

」

二
月
三
日
百
五
十
五
匁
九
分
わ
た
し

二
月
三
日

百
五
十
五
匁
九
分
わ
た
し

正
月
廿
九
日

右
之
内
百
五
十
と
五
匁
九
分̀`̀‘ 

正
月
舟
日

右
之
内
百
五
十
五
匁
九
分

6
 

＊
 

白
糸
買
注
文

新
兵
へ
済

白
糸
壱
丸
銀
壱
貫
四
百
目

（
後
筆
）「

十
二
月
拾
七
日

正

月

舟

日

」

右
之
内
百
五
十
五
匁
九
分

二

月

三

日

甚

右

衛

門

す

ミ

申

候

相
済
申
候

銀
百
五
十
五
匁
九
分

喜
兵
衛
渡
済

＼
 

新
兵
へ

＼
 

甚
兵
衛

伝
右
衛
門̀‘̀̀
 

＼
 

左
近
右
衛
門

又
左
衛
門

、、‘̀
四
郎
兵
衛

、t
,

t`

＼
 

九
左
衛
門

＼
 

甚
右
衛
門

タ
テ
ニ
八
・
ニ

ョ
コ
ニ
九
•
八

(
0
前
欠
）

一月

n
u

（
分
）

右
之
内
百
廿
四
匁
四
口
五
口

惣
右
也

7
 

正
月
八
日

右
之
内
百
五
十
八
匁
五
分
五
リ
ン
上

五

l

人
前
百
五
十
五
匁
九
分
つ
A`

 

＼
 

四
郎
兵
衛
R

＼
 

惣
右
衛
門
（
花
押
）

＼
 

孫
右
衛
門
（
花
押
）

（
甚
右
）

ロ
□衛
門
（
花
押
）

タ
テ
ニ
六
•
五

ョ
コ
ニ
七
・
七

＊
全
文
抹
消
。
年
次
未
詳
な
る
も
前
号
文
書
と
の
関
連
か
ら
6
.
7
.
8
号
は
姑
く
こ
こ
に

置
く

＊
 

糸
買
注
文

正
月
十
八
日

□月
十
六
日

右
之
内
百
廿
四
匁
四
分
新
七
上
す
ミ
申
候

右
之
内
百
廿
四
匁
四
分
渡
す
ミ
申
候

二
月
六
日

右
之
内
へ
百
廿
四
匁
四
分

四
郎
兵
へ
渡

い
せ
屋
九
郎
兵
へ
殿ま

い
る

＼
 

新
兵
衛
（
花
押
）

但
シ
ま
し
共
二

＼
 

善
七

（
三
匁
ま
し
有
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三
月
四
日

右
之
内
百
廿
四
匁
四
分
五
リ
ン
済
ミ
申
候

二
月
九
日

右
之
内
百
廿
四
匁
四
分
甚
五
上

三
月
廿
一
日

右
之
内
百
廿
四
匁
四
分
五
リ
ン
琴
騨
樗
記
上

右
内
百
廿
四
匁
五
分
う
け
渡

ひ
の
や甚

右
衛
門
殿ま

い
る

＊
全
文
抹
消(

0
前
欠
）

8

糸
買
注
文

二
月
廿
九
日

右
之
内
百
廿
四
匁
四
分
上
善
兵
衛
ふ
ん

相
済
申
侯

タ
テ
ニ
七
．

o

ョ
コ
ニ

O・
1
 

＼
 

甚
五
郎
（
花
押
）

＼
 

い
せ
や

九
郎
兵
衛
（
花
押
）

＼
 

伝
右
衛
門
（
花
押
）

＼
 

宗
佐
（
略
押
）

＼
 

与
七
（
花
押
）

十
二
月
十
九
日

銀
百
匁
渡
シ

十
二
月
十
九
日

右
之
内
銀
百
目
上

十
二
月
十
九
日

右
之
内
百
匁
上

右
之
内
百
目
上

極
月
十
九
日

右
之
内
百
匁
上

同
十
九
日

右
之
内
百
匁
上
伝
右
衛
門
分
済
申
候

右
之
銀
相
済
申
候

九
郎
兵
衛
殿

参

＊
全
文
抹
消

乗
以
分
相
済
申
候

百
匁
渡
し
済
申
候

魯＼誓＼
＼
 

乗
以

善
兵
衛
分
す
ミ
申
候

四
郎
兵
ヘ
ガ

笥
和

四
郎
兵

,‘?`
ヽ

喜
七
郎
す
ミ
申
候

凰

＼
 

善
兵
衛
R

九
左
衛
門
分
相
払

＼
 

九
左
衛
門

二
月
廿
九
日

右
内
銀
百
廿
四
匁
四
分
五
リ
ン
上

す
ミ
申

＼
 

喜
七
郎
（
花
押
）

右
之
内
百
目
新
三
郎
済

□ロ

百
匁
口

＼
 

左
近
右
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あ
ふ
ら
ノ
か
よ
い

五
郎
ゑ
も
ん
殿
ま
い
る

と

ら

）

十
月
十
四
日
い
せ
ゃ
一
印
一

ヽ

ノ

（

七
匁

□ロ
ー
印
＿
二
升

（
 

か
い
す
ミ
申
候
口

10

油
通

請
状

釈
迦
堂
畑
御
預
り
申
に
付
、
御
条
目
」
之
通
奉
畏
候
、
因
而
御
請
一

札
」
如
斯
御
座
候
、
以
上

延
享
二
乙
丑

十
二
月

長
称
寺年

行
支
様

当
役
本
行
院

太
郎
左
衛
門
R

作
人

9

太
郎
左
衛
門
畑
請
状

タ
テ
ニ
五
•
五

ョ
コ
一
三
・
七

ク
テ
ニ
七
・
ニ

ヨ

n
二
六
•
四

＊
全
文
抹
消

（
慶
長
九
年
力
）
筋
御
中
へ
ひ
か
へ

辰

十
二
月
十
一
日

か
つ
を

舟
連

銀
子
五
拾
壱
匁

但
壱
連
二
付
銀
壱
匁
七
分
つ
A

同
日六

拾
五
匁

同
日八

匁

同
日弐

匁
四
分

十
三
日

三
拾
弐
匁
五
分

同
日四

匁

同
日一

匁

廿
七
日

百
五
匁

11 

樽
十
五

樽
持
ち
ん

樽
之
銀

樽
五
ツ

か
つ
を
樽
ノ

持
ち
ん

樽
之
銀

樽
十
ヲ
六

但
壱
樽
七
匁
五
分
つ
A

≫
`
 

＊
 

樽
代
等
勘
定
書

ク
テ
ー
＿
二•
O

ヨ

n
四
ニ
・
八
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同
日八

分

同
日七

分

問
日一

匁
六
分

六
日七

匁
大
ケ
代
へ
参
侯

同
日拾

弐
匁

同
日三

匁

廿
八
日

三
拾
五
匁

同
日四

匁

同
日一

匁

巳正
月
五
日

拾
四
匁

（

田

）
宗
練
老
へ
参
候

樽
持
ち
ん

梼
之
銀

樽
壱
ツ

樽
之
銀

栂
弐
ツ

樽
ち
ん

樽
之
銀

樽
五
ツ

樽
持
ち
ん
』

樽
之
銀

二
月
廿
二
日

五
匁
R

二
月
廿
一
日

12 

同
日＼

 
一
匁
四
分

上
相
川

合
三
百
八
拾
九
匁
四
分

憚
此
内
四
十
一
匁
四
分

上
相
川
二
引

引
万
口
百

□十
□匁

(
0
後
欠
）

＊
横
帳
の
内
の
一
枚

廿
一
日

＼
 

舟
壱
匁
五
分

上
相
川

同
日＼
 

八
匁
五
分

上
相
川

塩
壱
俵

米
三
俵

ミ
そ
壱
樽

紙
代
等
勘
定
書

か
ミ
ー
束

ク
テ
ー
―1
0
•
1―
―

ヨ

n

四
五
•
四
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川
原
田
へ

（

油

揚

）

あ
ふ
ら
あ
け

（

綬

頭

）

ま
ん
ち
う

艮
白

（

梅

浪

）

む
め
つ
け

（
小
豆
）

あ
つ
き

（

串

柿

）

く
し
か
き

お
り
三
つ

作
兵
様

九
郎
右
様

九
匁
三
分
R

（
弁
当
）
（
佐
渡
国
雑
太
郡
）

へ
ん
た
う
川
原
田
へ
御
越
候
と
き

（
大
久
保
長
安
）

石
州
さ
ま
御
越
候
と
き

三
匁
⑲

二
月
廿
八
日

七
匁
五
分
R

同
弐
匁
⑲

同
壱
匁

同
壱
匁
⑲

同
壱
匁
⑲

同
五
匁
⑲

同
弐
匁
⑲

同
弐
匁
弐
分
R

但
シ
長
持
た
ち
ん

（
折
）

を
り
壱
つ

同
弐
匁
R

同
弐

十

め

⑲

川

原

田

ノ

御
む
か
い
ノ
時

□口

三
月
五
日

十

匁

＠

認

炉

闘

這

‘

三
月
三
日

（

串

貝

）

六

十

目

R

く

し

か

い

』

御
礼
―

-nLI

四
日四

十

三

匁

⑲

少

二

郎

殿

合
百
七
拾
六
匁
七
分

ヽ

'

‘

≫

ヽ

≫

ヽ

ヽ

ヽ

≫

ヽ

≫

ヽ

≫

ヽ

合
百
七
十
六
匁
六
分
R

三
月
五
日

山
ノ
い
も

二
月
廿
九
日

一
匁
三
分
R

同
壱

匁

三

分

⑲

お

こ

し

米

川
原
田
二
て
か
い
申
候 （

砂
糖
）

さ
た
う

栗
井
忠
右
R
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(
0
前
欠
）

＊
横
帳
の
内
の
一
枚

13 

あ
つ
か
ミ一

束

樽
之
代

樽
五
ツ

ロロロ
＊
 

樽
代
等
勘
定
書

（
ン
）

十
一
匁
五
リ

□

三
日廿

二
匁
五
分

同
日三

匁
二
分
五
リ
ン

同
日五

分

三
月
廿
九
日

七
匁

樽
ノ
た
ち
ん

同
日

（
苧
）

二

匁

を

合
百
六
十
六
匁
八
分

い
上
合
五
百
拾
四
匁
八
分

舛
月
十
四
日

長
井
九
郎
兵
様

わ
た
や

小
八
郎

タ
テ
ニ
九
•
六

ヨ

n

三
八
•
三

い
た
の
物
之
覚

廿
匁
つ
A

一
ゆ

□し
十
五
匁
つ
A

一
く
口
は

口
口
匁
一
分
つ
A

（

漢

島

）

一
か
ら
し
ま

十
六
匁
つ
A

（
練
）

一
ね
り

十
五
匁
五
分

一
上
ね
り

ー
ミ
ひ
ろ
物

合
物
数
拾
壱
端

但
シ
艮
壱
わ
り
引

卯
月
十
八
日

＊
横
帳
の
内
の
一
枚

14 

壱
端

壱
端 端

壱
端

弐
端 端

＊
 

板
物
勘
定
書

い
せ
や甚

三
郎
（
花
押
）

ク
テ
ニ
八
•
一

ョ
コ
ー
ニ
八
・
八
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十
八
日

一
弐
俵

廿
日一

弐
俵

一
弐
俵

15 
一
石
九
升
三
合
入

一
石
八
升
入

一
石
一
斗
六
升
有

一
石
一
斗
九
升
有

一
石
一
斗
七
升
五
合
有

知
月
十
八
日
朝
め
し
よ
り
請
取
米
事

合
四
斗
八
升
五
合
与
三
左
衛
門
殿
よ
り
う
け
取

此
升
め
（
三
脱
力
）

合
八
俵
ハ
ゑ
ち
こ
俵
也
四
石
七
斗
七
升
夕

惣
合
五
石
弐
斗
五
升
五
合
三
夕

此
月
分
二
ひ
吾
の
こ
つ
て
六
斗
四
升
九
合
あ
ま
り
申
候
、

逮
申
候

五
月
分
三
日
ニ

一
弐
俵
一
石
一
斗
八
升
有

七
日一

弐
俵

十
日一

弐
俵

十
四
日

ゑ
ち
こ
俵
拾
六
俵
請
取
申
候

内
拾
壱
俵
あ
を
も
り
二
て

は
ん
ま
い
二
遭
申
候

宗
右
衛
門
米
請
取
状

五
月
分
二

琵
称
竺
詰
羊

一
石
七
斗
一
升
有

＊
 

-

（
四
升
九
カ
）

一

一
六
斗

□口
口
合
有

惣
合
九
石
六
斗
九
升
八
合

六
月
一
日

一
弐
俵
壱
石
八
升
有

四
日一

弐
俵
壱
石
八
升
七
合
有

八
日一

三
俵
壱
石
六
斗
一
升
五
合
有

十
二
日

一
壱
俵
五
斗
五
升
入

同
日一

壱
俵
五
斗
五
升

十
五
日

一
壱
俵
五
斗
五
升

合
五
石
四
斗
―
―
―
升
二
合
タ

廿
四
日

一
三
俵

廿
七
日

一
壱
俵

五

斗

五

升

一
石
一
斗
璽

?
‘
,
‘
,
｀
?
｀
 

宗
右
衛
門
（
凪
3

請
取

請
取

請
取

請
取

請
取

請
取

合
九
石
四
升
九
合
タ
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16 

右
之
俵
か
す
三
十
四
俵

遭
CID

中
米
や
町

ゑ
ち
こ
よ
り
参
米
之
分

中
米
屋
町
助
三
質
物
二
付
願
書

(
0
前
欠
）

お
き
申
候
、
彼
勝
兵
へ
た
し
か
な
る
者
―
ー
て
御
座
」
候
間
、
無
早
箪
g

か

し
申
候
、
右
之
し
ち
物
」
正
月
ガ
九
い
ろ
と
り
申
候
、
此
内
六
い
ろ
ハ
」

な
か
れ
申
侯
、
の
こ
り
三
い
ろ
ハ
い
ま
た
利
上
も
」
不
仕
候
処
―
-
‘
去

十
八
日
之
夜
半
時
分
―
ー
我
等
」
所
へ
御
奉
公
人
衆
と
被
仰
、
弐
人
お
し

こ
ミ
」
彼
勝
兵
衛
ぬ
す
人
―
ー
て
候
由
申
、
右
之
し
ち
物
」
九
い
ろ
な
か

ら
渡
し
候
へ
と
、
被
申
候
間
、
則
も
ち
」
候
て
参
候
処
二
、
御
奉
公
人

二
て
も
無
御
座
、
下
」
京
町
七
右
衛
門
と
申
者
之
所
二
て
彼
し
ち
物
」

ミ
な

l
＼
と
ら
れ
申
候
、
則
右
之
勝
兵
衛
も
」
其
座
二
居
申
侯
‘
其
時

何
か
と
と
わ
り
」
申
候
へ
共
、
御
法
度
之
由
申
侯
て
か
さ
お
し
に
」
と

処
二
此
儀
い
か
に
お
ん
、
ヽ
ヽ
つ
仕
へ
き

、≫̀
≫‘≫̀
≫ヽ
9‘≫ヽ
9̀
≫ヽ
≫ヽ
‘‘≫ヽ

り
申
候
間
、
無
是
非
渡
し
申
候
、
此
旨
聞
」
召
わ
け
ら
れ
被
仰
付
被
下

彼
者
共
申
候
ハ
大
公
方
へ
聞
候
ヘ
ハ
た
か
い
に
法
度
可
仰
付
候
間
、
い
か
に
も
囮
へ
し
か
へ
の
よ
し

彗
ぃ
‘
尋
髯
輝
碑
喰
し
以
上

五
月
十
九
日

さ
て
如
此
申
候
而
、
こ
れ
ら
の
お
も
む
き
聞
め
し
わ
け
ら
れ

御
奉
行
様

可
被
下
候
、
以
上

タ
テ
ー
―1
0
•六

ョ
コ
三
六
•
五

＊
前
紙
と
後
紙
は
別
の
台
紙
に
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
本
来
一
紙
と
考
え
ら
れ
る
た
め
一
緒

に
掲
げ
た

か
き
出
し

正
月
廿
八
日

（括）

五
分

<
A
り

舟
日七

分

<
A
り

六
月
廿
八
日

う
す
い
ろ

二
匁
三
分

□ね
て
く
そ

同
日三

匁

た

ち

の

ち

ほ

七
月
五
日

六

分

い

し

ふ

く

ろ

ノ

お

九
日

に
た
り
ノ

十

匁

て

く

そ

九
月
十
四
日

う
す
い
ろ

七

匁

口

ね

同

/
廿
四
匁
一
分
か

十
二
月
二
日

い
せ
や

九
郎
兵
様

ま
い
る

17 

書
出
し

さ
け
お

く
れ
な
い

つ
か
り

池
田
屋新

右
衛
門

一
ぐ

一
ぐ

二
足

七
や

一
す
じ

ヨタ
コテ

ニー
一八．． 
三五
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小
遣
之
覚

二
月
廿
二
日

三
匁
五
分

同
四
分

同
四
分

廿
二
日
晩
廿
三
日
朝
迄

二
匁

廿
三
日
晩
廿
六
日
朝
迄

六
匁

廿
七
日

二
匁

五
分

廿
八
日
出
入
三
日
ニ

五
匁

(
0
中
欠
）

（
奥
端
書
）

「
西
三
川
小
遣
日
記
」

（
佐
渡
国
羽
茂
郡
） 18 

に
い
ほ
―
ー
て
め
し

（
佐
渡
国
加
茂
郡
薪
穂
）

同
所
¢
に
い
ほ
へ
た
ち
ん

□せ
ん

大
津
め
し
か
ね

川
原
田
二
て
め
し

（
草
靴
）

わ
ら
ぢ

（

網

笠

）

あ
ミ
か
さ

相
川
ぷ
尾
津

ま
て
ノ
た
ち
ん

＊
 

小
遣
日
記
断
簡

L 

ク
テ
三
一
・
↑

ヨ
n
二
三
・

19 
ふ
る
い

同同同同（
名
立
）

な
た
ち

同同

め
し

お
き
銭

た
ち
ん

た
ち
ん

五
本

駄
賃

駄
賃

（
茶
）

ち
ゃ
の
銭

く
れ

同

や
と
へ
め
し
万

駄
賃
二
ひ
き

駄
賃

同

＊
横
懐
の
内
の
一
枚

＊
 

路
用
賃
書
付

(
0
前
欠
）

六

分

同

（

鉢

崎

）

四

分

は

つ

さ

き

三

分

同

五
月
三
日

（
柿
綺
）

一
匁
五
分
か
き
崎

一
匁
五
分
同

三
分

二
分

五
月
四
日

二
匁

一
匁

一
匁
三
分

一
匁
二
分

あ
ふ
き

一
匁

七
分

廿
文

同駄駄
賃賃

タ
テ
＿
―
-
三
・
九

ヨ
n

＝ニ・六
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二
匁八

分
口
分

六
分`̀ 

廿
文

舟
文

六
分

二
分

五
月
六
日

九
分

九
分

八
分

六
分

四
分

八
分
五
リ
ン

八
分

六
分

廿
文

五
月
五
日

五
分

三
分

あ
ふ
き

（
滑
）

な
へ
の
川

（
魚
津
力
）

大
つ

駄
賃

同同 め
し

（
上
）

ぅ
へ
野
三
日
市
駄
賃

同

同

同（
市
振
）

一
ふ
り

（
境
）

さ
か
い
川

（
泊
）

と
ま
り

（
横
）

よ
こ
山

（
青
海
）

あ
ふ
ミ

同同同同同駄め
賃し

（
糸
魚
）

＂ヽ
と
り
！

駄
賃

同五
本

同野砿
色

駄
賃

同ち
ゃ
の
銭

16. 

覚

さ
る
の

十
一
月
廿
三
日

九
匁

舛
月
六
日

十
三
匁

20 

＊
横
帳
の
内
の
一
枚 欠）

口
口
は
く
お
ひ
ー
す
ち

（

瑠

璃

袴

）

る
り
は
か
ま
ー
つ

袴
代
等
勘
定
書

七
分

七
分

七
分

五
月
七
日

一
匁
五
分

七
分

五
分

五
分

五
分

州
文ロロ

(
0
後

（

石

動

）

今
ゆ
す
り
木

同 （
中
田
）

な
が
た

駄め同同同駄め
賃し 賃し

同と祖同
山‘

同同同

タ
テ
ニ
五
・
九

ヨ
n
三
七
・
九
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さ
ら
しか

た
ひ
ら
四
た
ん
十
三
匁
つ
A

同
七
端
、
但
二
度
二
十
三
匁
つ
A

新
右
衛
門
殿
へ
参
候
御
か
い
物

い
ろ
く
、
小
日
記
新
右
殿
£
可
参
候

か
ね
ひ
か
へ
申
侯

（

漢

島

）

か
ら
し
ま
六
た
ん
か
い
申
候
代

そ
め
入
壱
た
ん

（
羽
二
重
）

ち
ゃ
ノ
京
は
ふ
た
ヘ

（帯）

下
お
ひ
二
す
ち

右
合
五
百
十
匁
五
分
也

（
後
筆
）「

又
十
三
匁
か
た
ひ
ら
一
た
ん

六
匁
に
な
い
袋
か
へ
二
つ

十
七
匁

十
二
匁

七
十
一
匁

五
十
二
匁

九
十
壱
匁

百
四
十
八
匁

五
月
一
日

十
三
匁
五
分

五
月
廿
一
日

舟
匁

同
日舟

三
匁

同
日廿

一
匁

同
日

（

白

生

絹

）

し
ろ
す
A

し
一
た
ん

（

黒

紅

織

筋

）

く
ろ
へ
に
を
り
す
ち
一
た
ん

（

瑠

璃

絣

縞

）

る
り
か
す
り
し
ま
ー
た
ん

（

晒

帷

子

）

さ
ら
し
か
た
ひ
ら
一
た
ん

＼
 

一
銀
子

＼
 

一
銀
子

の
し

／
 

口
匁

＼
 

ロロロ
(
0
中
欠
）

ー

銀

子

一

匁

―
―
斗
た
る
一
っ

↓
'
あ
ふ
き
三
ほ
ん

一
匁

一
匁

一
わ

し
や
う
さ
へ
も
ん
殿

し
や
う
き
殿

き
たと

な
り

か
‘
‘
、
さ
ま

す
ヽ
め
や
（
い
）

め
ぅ

□さ
ま

一
そ
く

（
堺
）

さ
か
い
＿
＿
て
は
な
む
け
お
ほ
へ

＼

（

木

棉

足

袋

）

（

足

）

ー
も
ん
め
ん
た
ひ
一
そ
く

＼
 

一
同

＼
 

ー

た

る

一

っ

＼
 

一
も
ん
め
ん
た
ひ

た
ん
く
わ
の
せ
う
し

て
ん
わ
う
し
や

口
ら
は
殿

（
後
筆
）

一
そ
く
「
帯
」

せ
ん
右
殿

あ
ふ
き
や与

三
ゑ
も
ん
殿

す
ヽ
め
やし

や
ふ
う
さ
ま

＊
 

21

銭
別
覚

九
郎
兵
様参

御
[
]

惣口口
百
廿
九
匁
五
分

l— 

L 

ク
テ
ニ
五
・
九

ヨ

n

二
0
•
四

大
こ
く
や

次
兵
衛

道
い
か
ミ
さ
ま
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以
上

23 

又
申
入
侯
、
御
払
残
之
銀
子
い
か
ほ
と
御
座
」
候
や
、
只
今
御
渡

候
分
う
け
取
可
下
候
、
」
か
や
う
の
儀
も
以
面
上
可
申
入
候
、
以

上

池
田
屋
二
兵
衛
書
状

六
月
十
日

＊
横
帳
の
内
の
一
枚

池
田
大
郎
兵
衛
書
状

以
上

夜
前
ハ
御
出
過
分
二
存
侯
、
」
今
日
罷
下
候
、
左
候
ヘ
ハ
ち
と
用
之
儀
」

御
座
候
間
、
の
ち
ほ
と
懸
御
目
二
可
」
申
入
候
、
其
元
へ
可
参
候
、
恐

ミ
謹
言

（
端
裏
内
封
ウ
ハ
書
）

「

（

墨

引

）

い

せ

や

九

郎

兵

へ

様参
御
中

（
糠
）

一
ほ
し
い
ひ

22 
二
つ

池
田
大
郎
兵
へ

ロ
（
花
押
）

い
け
た大

郎
兵
衛
」

（

深

町

）

ふ
か
ま
ち
さ
ま
内

れ
う
ほ
う

タ
テ
ニ
八
•
五

ヨ
n
四
ニ
・
七

タ
テ
ニ
六
•
五

ョ
コ
四

0
・
九

尚
ミ
、
く
を
舟
」
之
事
、
未
訂
迂
」
な
く
候
、
又
と
狂
い
」
ノ
ぬ

の
一
た
ん
」
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候

幸
便
之
条
こ
筆
令
啓
候
、
愛
元
」
糸
之
相
場
下
五
百
」
五
十
匁
六
十

匁
と
申
候
へ
」
共
、
か
い
て
も
売
て
も
」
な
く
候
、
小
判
ハ
八
十
」
ニ

匁
と
申
侯
‘
其
外
」
な
に
も
ー
＼
相
場
」
し
れ
不
申
候
、
金
子
ハ
」
も

は
や
御
売
可
成
」
外
銀
子
二
御
な
し
」
候
て
、
御
下

□口
口
申
候
、
」

24

伊
勢
屋
二
郎
左
衛
門
書
状
（
折
紙
）

い
け
た
や二

兵
衛

い
せ
や九

郎

兵

様
ま
い
る
人
ミ
御
中

L 

（
内
封
ウ
ハ
書
）

「
（
墨
引
）

ぷ

今
朝
ハ
参
得
御
意
本
望
之
至
二
候
、
」
は
か
ま
持
せ
参
候
、

二
御
取
」

（
マ
マ
）

一
被
成
候

一
上
ノ
は
か
ま
斗
十
此
代
六
十
八
匁

一

中

上

下

十

□
此
代
七
十
匁

一

き

ぬ

も

し

十

此

代

十

六

匁

御
用
次
第
御
取
お
き
可
被
成
候
、
」
か
し
く

（
慶
長
十
七
年
力
）

後
十
月
三
日

タ
テ
ニ
六
・
九

ョ
コ
三
九
．

o

御
用
次
第
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尚
ミ
、
委
細
ハ
」
四
郎
左
衛
門
二
申
入
候

御
状
拝
見
申
候
、
此
中
も
」
人
上
せ
申
度
候
へ
共
、
若
キ
者
」
皆
煩
申
、

其
上
手
前
」
あ
き
な
い
事
二
い
そ
か
わ
し
く
候
間
、
」
無
其
儀
候
、
愛

（相場）

元
そ
う
は
ノ
事

何
も
壱
丸
二
付

（蘇芳）

一

す

わ

う

百

拾

匁

又
ハ
め
ノ
よ
き
ハ
百
十
三
匁
四
匁

（
丁
子
）

一

ち

ゃ

う

し

四

百

五

十

匁

（
山
帰
来
）

一

さ

ん

苔

ら

い

八

十

匁

25

伊
勢
屋
二
郎
左
衛
門
書
状
（
折
紙
）

（
内
封
ウ
ハ
書
）

「
（
墨
引
）

い
せ
や

九
郎
兵
口
殿ま

い
る

堺
ふ

同
二
郎
左
衛
門

」

い
せ
や
二
郎
左
衛
門

秀
弘
（
花
押
）

ク
テ
三
三
・
六

ヨ
n
四
五
．

o

早
ミ
さ
ん
用
極
』
可
申
と
存
候
、
」
以
上

（
遍
羅
）

ー
し
や
む
ろ
三
さ
う

（
東
浦
塞
）

一
か
ほ
ち
ゃ
一
さ
う

（
呂
宋
）

一
る
す
ん
ハ
参
申
由
」
候
へ
共
、
未
し
れ
す
候
、
」
以
猶
次
面
之
万
く
」

可
申
入
侯
、
恐
憔
謹
言

六
月
十
六
日

（
端
襄
内
封
ウ
ハ
書
）

「
（
墨
引
）
九
郎
兵
様

26 

木
村
勘
七
書
状

い
せ
や

九
郎
兵
殿ま

い
る

霜
月
十
九
日

ょ“

を」

い
せ
や

二
郎
左
衛
門

秀
弘
（
花
押
）

タ
テ
ニ
七
・
七

ョ
コ
四
五
•
六

（
阿
仙
薬
）

一

あ

せ

ん

や

く

二

百

八

十

五

匁

是
も
よ
き
か
い
を
き
二
て
候

一
黒
舟
糸
ノ
そ
う
は

十
五
匁
二
ね
た
ち
申
由
候

あ
ら
ま
し
右
之
分
二
て
御
入
候
、
」
さ
ん
き
ら
い
な
と
ハ
無
用
か
と
存

候
、
」
す
わ
う
ノ
儀
ハ
堺
中
二
」
三
百
丸
ほ
と
ノ
つ
も
り
二
て
侯
、
』

乍
去
さ
し
か
へ
口
口
分
」
な
ら
て
ハ
売
申
間
敷
候
」
か
と
存
候
、
残
ハ

来
三
月
ノ
」
中
二
し
て
百
廿
二
匁
三
匁
二
て
候
、
」
其
元
京
伏
見
中
ノ

す
わ
う
ノ
」
つ
も
り
御
返
事
口
承
度
候
、
」
皆
ミ
御
同
道
候
ハ
‘
、
大

坂
ま
て
」
御
下
可
有
候
、
堺
ヘ
ハ
御
無
用
」
＿
＿
て
候
、
め
せ
は
き
所
二

て
候
間
、
」
籾
ミ
申
入
候
、
我
等
大
坂
ま
て
」
罷
出
談
合
可
申
候
、
恐

憔
」
炉
し
く
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尚
ミ
‘
頼
申
候
、
以
上

一
両
日
ハ
不
能
面
上
」
御
床
布
存
候
、
伍
」
銀
子
之
儀
切
ミ
」
申
か
ね

候
へ
と
も
、
少
」
御
申
候
て
可
被
下
候
」
頼
入
存
候

一
、
や
三
右
衛
門
舟
帰
朝
」
仕
侯
よ
し
風
聞
」
御
座
候
、
御
存
候
ハ
、
」

御
し
ら
せ
頼
申
侯
、
」
恐
々

(
0
後
欠
）

（
端
裏
内
封
ウ
ハ
書
）
£

（

墨

引

）

兵

様

勘

七

」

「ゞ器
人

、 27 

木
村
勘
七
書
状

勘
七
（
花
押
）

タ
テ
三
二
•
四

ヨ

n

四
0
•
六

以
上

以
害
状
申
上
候
、
銀
之
儀
」
未
渡
不
申
候
哉
、
左
様
二
」
候
ハ
、
、
御

引
替
候
て
成
共
」
御
渡
し
可
為
本
望
候
、
」
も
は
や
永
ミ
ノ
儀
二
」
御

座
候
間
奉
頼
存
候
、
」
度
ミ
申
上
儀
も
迷
惑
」
奉
存
候
間
、
猶
々
頼
申

候
、
」
恐
ミ
謹
言

十
八
日

尚
ミ
、
御
む
つ
か
し
き
」
儀
の
ミ
申
上
は
か
り
二
」
候
へ
と
も
奉
頼

存
候
、
以
上

30 

＊
 

杉
村
作
二
書
状

（

敷

）

（

注

）

(
0
前
欠
）

長
弥
大
郎
殿
―
ー
て
う
り
申
候
、
籾
ミ
」
此
中
ハ
御
床
口
存
候
、
此
ち

う
」
文
さ
へ
御
見
せ
候
て
可
給
候
、
」
今
日
者
伏
見
へ
罷
帰
り
申
、
い

そ
き
」
申
候
間
r

万
御
き
も
い
り
た
の
ミ
申
候
、
」
恐
ミ
謹
言

九

月

二

日

（

花

押

）

＊
年
月
日
未
詳
杉
村
作
二
害
状
と
同
一
花
押

杉
村
新
丞
書
状
（
折
紙
）

其
後
ハ
不
申
通
候
、
初
」
我
等
も
昨
日
伏
見
ま
」
て
罷
上
候
‘
其
方

弥
」
無
事
候
哉
、
深
町
殿
」
女
房
衆
其
方
二
御
入
侯
由
、
」
御
気
遣
と

存
候
、
何
も
」
以
参
可
申
談
候
、
籾
も
」
其
後
御
床
敷
事
ハ
」
中
ミ
無

申
計
候
、
」
い
そ
き
御
左
右
斗
」
如
此
侯
、
恐
ミ
謹
言

三

月

十

六

日

杉

新

丞

（

花

押

）

九
郎
兵
へ
様

29 28 

杉
村
新
丞
書
状
（
折
紙
）

タ
テ
ニ
七

•
O

ヨ
n
三
八
・
九

タ
テ
ニ
八

ョ
コ
ー
ニ
七

タ
テ
ニ
五
．

o

ヨ
n
1
1
1
1
 
I
•四
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以
上

（
端
裏
内
封
ウ
ハ
書
）

「

い
せ
や

（
暴
引
）
九
郎
兵
様御

中

31 

（
内
封
ウ
ハ
密
）

「

（

墨

引

）

大
仏
に
て

甚
左
衛
門
殿ま

い
る

大
こ
く
ゃ次

兵
衛
」

大
黒
屋
次
兵
衛
書
状

杉備
新中
丞¢

L— 

（
花
押
）

タ
テ
ニ
八

•
O

ョ
コ
四
0
•
四

以
上

十
八
日
之
御
状
拝
見
申
候
、
」
銀
子
之
儀
申
入
候
処
二
、
」
三
百
目
喜
三

郎
二
御
」
渡
し
之
由
、
手
形
可
進
候
」
へ
共
、
喜
三
郎
切
昏
」
仕
置
候

（提

由
申
候
間
無
」
其
儀
候
、
又
上
京
い
せ
」
屋
九
郎
兵
へ
所
に
て
さ
げ
」

食

籠

）

し
き
ら
う
あ
つ
ら
へ
申
候
、
」
代
艮
百
弐
拾
め
か
三
拾
」
め
に
て
可
有

之
候
‘
銀
子
」
百
四
五
拾
め
持
せ
候
て
」
御
や
り
候
て
可
被
下
候
」
い

た
に
て
と
約
束
申
」
候
間
、
能
銀
を
急
キ
」
此
折
か
ミ
参
次
第
二
」
被

遣
候
て
可
被
下
候
、
」
九
郎
兵
へ
や
と
無
御
存
』
候
者
二
条
之
御
屋

（力）

敷
』
加
内
甚
兵
へ
方
へ
可
有
」
御
尋
候
、
返
ミ
銀
子
」
い
そ
き
候
て
御

渡
頼
申
候
、
」
恐
ミ
謹
言

五
月
十
八
日

（

内

封

ウ

ハ

書

）

長

右

衛

門

「
（
墨
引
）
い
せ
や
九
郎
兵
へ
様

□」

32

長
右
衛
門
書
状

（呉服）

尚
以
、
こ
ふ
く
な
と
か
さ
ね
て
も
」
申
来
候
ハ
ヽ
、
御
用
儀
候
者

御
申
」
候
て
可
被
下
侯
‘
せ
い
も
ん
を
以
成
共
可
申
候
、
」
五
条

通
か
三
条
通
取
候
て
御
用
二

(
0
後
欠
）

以
上

御
報
恭
存
候
、
い
つ
れ
も
」
め
ん
二
て
万
可
申
上
候

（
談

一
先
度
れ
う
せ
ん
二
て
」
御
物
語
候
、
い
つ
れ
も

□」
め
ん
二
て
御
た

合
）

ん
か
う
仕
度
候
、
恐
<
謹
言

（
疵
長
十
七
年
力
）

壬

十

十

日

（
慶
長
十
七
年
力
）

壬
十
月
六
日

（
花
押
）

次
兵
へ

（
花
押
）

タ
テ
ニ
六
・
七

ョ
コ
三
七
・
九

此
中
者
久
不
懸
御
目
無
」

□□
仕
候
、
当
年
者
長
崎
ヘ
ハ
」
御
下
な
く

候
や
、
ま
き
物
」
な
と
御
か
い
候
て
御
尤
候
、
又
申
候
、
」
此
一
樽
去

方
ぷ
得
申
候
間
、
」
則
送
進
之
候
、
御
遣
」
被
成
可
被
下
候
、
猶
期
貴

面
候
、
」
恐
憬
謹
言
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尚
ミ
、
御
仕
合
」
能
候
由
目
出
度
候
、
」
か
し
く

長
崎
よ
り
御
仕
合
」
能
早
く
御
上
之
由
」
称
重
存
候
、
愛
元
」
可
有
御

下
之
由
被
仰
」
越
候
哉
、
先
く
御
無
用
」
之
由
、
ふ
か
町
被
申
、
」
来

春
ハ
早
ミ
可
」
罷
上
之
間
、
其
切
者
」
必
<
懸
御
目
候
て
ヽ
万
事
」
可

34
畳
勝
左
衛
門
書
状
（
折
紙
）

（
内
封
ウ
ハ
密
）

「

（

暴

引

）長
九
郎

□口
様

人
々
御
中

ム
豊
勝
左
」

高
（
花
押
）

33

墨
勝
左
衛
門
書
状
（
折
紙
）

タ
テ
ニ
七
•
一

ョ
コ
三
0
・
七

以
上

就
幸
便
一
筆
申
」
入
候
‘
其
許
御
普
請
」
相
調
申
候
哉
、
備
中
へ
」
天

気
次
第
被
成
御
」
下
候
、
も
は
や
其
」
元
へ
も
罷
上
事
」
成
間
敷
候
、

備
中
5
」
罷
上
候
者
、
懸
御
目
可
」
申
承
候
、
又
御
無
」
心
之
儀
御
座

候
へ
共
、
」
此
折
昏
弥
右
さ
ま
御
」
内
市
兵
へ
所
へ
御
届
」
候
て
可
被

下
候
、
口
」
御
頼
存
候
、
』
扱
ミ
御
無
心
之
儀
」
御
座
侯
へ
共
頼
存
候
、
」

尚
重
可
得
御
意
候
、
」
恐
ミ
謹
言

五
月
十
七
日

ク
テ
三
二
•
四

ヨ
n
四
四
・
ニ

(
0
前
欠
）

御
心
得
頼
存
候
、
節
<
」
参
候
而
御
造
作
相
成
候
ヽ
」
幾
度
申
侯

而
も
此
孫
七
郎
と
」
申
者
煩
本
腹
仕
候
様
二
」
仕
遣
度
候
、
我
等

（
備
中
国
小
田
郡
新
賀
村
）

ノ
代
官
所
に
か
村
と
申
所
ノ
」
庄
や
に
て
候
、
方
ミ
御
立
」
聞
て

（

薬

師

）

顆

又

よ
き
く
す
し
に
」
御
あ
わ
せ
て
可
被
下
候
、
以
上
」
存
候
、
已
上

?

｀

?

‘

'

‘

≫

`

 

円
清
へ
」
御
を
し
へ
て
被
遣
候
而
可
被
」
下
候
｀
已
上

先
度
者
度
々
参
候
」
処
＿
一
種
ミ
御
懇
之
至
」
添
存
候
、
随
而
此
孫
七
郎

と
」
申
も
の
少
煩
気
二
」
御
座
候
而
、
為
養
生
」
備
中
よ
り
罷
上
候
所
、
」

我
等
代
官
所
之
者
」
に
て
候
‘
其
元
二
て
き
ど
く
」
を
な
を
し
申
仁
」

御
座
候
ハ
、
、
御
き
も
い
り
候
て
」
被
遣
候
而
可
被
下
候
、
煩
ハ
」
上

（
伴
天
連
）

気
に
て
候
、
承
候
ヘ
ハ
」
ば
て
れ
ん
に
色
ミ
』
き
と
く
を
な
を
し
」
申

候
由
、
内
ミ
松
兵
庫
殿
」
御
物
語
に
て
候
間
、
左
」
様
之
儀
も
ち
と
貴

様
」

5
御
才
覚
候
而
被
遣
候
者
、
」
圃
我
等
別
而
可
添
候
、
」
自
然
其
上

ニ
此
も
の
」
逗
留
中
御
無
心
」
な
と
申
事
候
ハ
、
、
御
馳
走
候
而
」
可

被
下
候
、
頼
存
候
、
た
し
」
か
な
る
も
の
に
て
候
間
、
」
さ
て
申
上
候
、

35

西

七
兵
衛
書
状
（
折
紙
）

（
内
封
ウ
ハ
嘗
）

「

（

暴

引

）

い
せ
や九

郎

□衛
様

豊

勝

左

」

ま
い
る
人
ヽ
御
中

松
山
£

ヨタ
コテ
ニー
五八．． 
九五

（
謹
言
）

申
承
候
、
於
愛
」
許
御
用
之
儀
候
者
」
ロ
ロ
ロ
越
侯
、
恐
ミ

□口』
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37

西

い
せ
や

九
郎
兵
様人

々
御
中

二
月
廿
日

以
上

井
加
兵
殿
其
地
へ
御
」
帰
被
成
候
由
候
、
人
」
参
侯
付
而
‘
態
此
者
」

被
遣
、
内
ミ
明
日
者
ふ
か
町
殿
」
ふ
し
、
ヽ
ヽ
ヘ
御
上
候
処
二
」
相
定
候
へ

共
、
加
兵
へ
殿
二
」
御
見
参
候
而
可
有
御
」
上
之
由
二
て
、
明
日
之

伏
」
見
上
被
相
延
候
、
明
」
後
日
廿
二
日
二
可
罷
」
上
之
由
被
申
候
而
‘

今
明
」
之
間
加
兵
殿
御
下
を
口

□日

[
U』

西
七
兵

（花押）

臼
平
次豊

（
花
押
）

36 

(
0
宛
名
欠
）

臼
平
次
、
西

恐
憧
謹
言

（
慶
長
六
カ
七
年
）
八

六
月
廿
一
日

t
 

七
兵
衛
書
状
（
折
紙
）

タ
テ
ニ
八
・
八

ョ
コ
三
六
・
八

七
兵
衛
連
署
書
状
（
折
紙
）
↓
豆
寇
ご
[

西
七
兵

（花押）

い
せ
や九

郎
口
様御

中

（
内
封
ウ
ハ
害
）

「
（
愚
引
）

西
七
兵
」

（
盛
引
）

尚
ミ
、
此
わ
き
さ
し
と
」
此
書
状
今
日
罷
上
者
二
」
貴
様
小
者
御

そ
へ
て
六
右
衛
門
」
と
申
者
ノ
所
を
御
尋
さ
せ
」
候
て
可
被
下
候
、

頼
存
候
、
人
も
」
す
く
な
く
候
て
御
事
か
け
」
を
存
候
へ
共
、
頼

申
候
、

l
¥、
以
上

此
中
ハ
御
造
作
無
申
斗
候

一
六
左
殿
銀
子
必
ミ
」
明
日
頼
申
候
由
被
申
候
、
」
い
か
や
う
に
被
成

候
而
成
共
、
」
明
日
御
持
参
待
申
候
、
」
一
日
も
延
申
候
ほ
と
」
我

等
も
返
事
二
仕
」
か
ね
候
、
御
手
前
も
御
」
笑
止
存
候

一
人
遣
無
御
座
候
二
」
無
心
千
万
二
御
座
候
へ
共
、
」
我
等
之
考
う
つ

け
に
て
」
前
後
人
を
尋
申
」
事

n

U』
所
へ
御
届

n

（

総

検

校

）

LJ可
恭
候
、
四
条
通
―
町
」
か
ミ
に
て
そ
う
け
ん
ぎ
や
う
」
の
ま

へ
ほ
り
川
六
右
衛
門
」
と
申
者
を
御
尋
候
而
」
被
遣
候
而
可
被
下
候
、

頼
」
存
候

（
箔
）

一
は
く
や
弥
右
衛
門
ハ
」
い
つ
れ
へ
被
参
而
留
」
主
に
て
候
哉
、
承
度

侯
一
御
内
儀
様
へ
も
御
心
」
得
頼
存
候
、
恐
挫
謹
言

二
月
廿
七
日

（花押）
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(
0
前
欠
）

よ
り
銀
子
を
こ
し
候
て
」
成
共
可
進
之
候
間
、
よ
き
」
も
の
を
頼
存

候
、
と
の
」
ほ
か
む
つ
か
し
き
仁
」
に
て
候
間
、
其
心
得
候
而
」
可

（

紅

染

）

被
下
候

（
深
町
喜
左
衛
門
）

一
貴
様
よ
り
喜
左
所
へ
」
被
致
候
白
は
ふ
た
い
、
」
此
ほ
と
べ
に
そ
め

に
仕
、
」
う
ら
に
可
仕
候
由
に
て
」
紅
三
十
斤
を
ろ
し
」
被
申
、
そ

（

際

付

）

め
被
申
候
ヘ
ハ
、
」
よ
こ
に
だ
ん
す
じ
」
の
こ
と
く
き
わ
づ
き
」
い

（
る
）

ろ
あ
し
く
御
座
、
」
さ
た
め
て
き
い
と
」
を
ま
せ
て
を
り
」
申
た
り

物
に
て
候
に
、
」
右
よ
り
左
様
之
理
を
」
無
心
申
候
と
て
、
喜
左
」

39

西

六
月
七
日

七
兵
衛
書
状
（
折
紙
）西

七
兵

（
花
押
）

罠七
兵
衛
書
状
（
折
紙
）

九
郎
兵
へ
様人

ミ
御
中

少
用
候
而
其
」
元
人
を
遣
候
間
、
」

到
来
進
入
候
、
」
恐
愧
謹
言

タ
テ
ニ
七
・
九

ョ
コ
四
一
・
九

（

楊

梅

）

一
害
令
啓
候
、
」
や
ま
も
A

少
任
」

38

西

タ
テ
ニ
八

ョ
コ
三
七

尚
ミ
、
い
そ
き
害
中
」
さ
つ
と
申
上
候
r

已
上

長
さ
き
よ
り
御
仕
合
」
早
ミ
御
上
目
出
度
存
候
、
」
就
夫
此
方
へ
可
有
」

御
下
候
由
被
仰
越
候
、
」
御
下
候
事
御
無
用
之
由
、
」
ふ
か
町
被
申
候

間
、
年
」
内
御
下
候
事
御
用
」
捨
尤
候
、
来
春
ハ
早
く
」
被
罷
上
候
間
、

（
鮫
）

其
時
以
」
貴
面
可
申
承
侯
、
次
」
我
等
御
無
心
申
候
さ
め
」
御
調
候
而

40

西

い
せ
や九

郎
兵
様人

御
中

八
月
廿
日

貴
様
へ
腹
立
に
て
候
間
、
」
定
而
貴
様
も
い
ろ
」
そ
め
に
ハ
そ
め
て

御
」
お
ほ
へ
あ
る
ま
し
く
候
間
、
』
無
御
理
候
事
尤
と
、
我
等
」
申

候
ヘ
ハ
、
何
と
て
貴
様
無
」
御
存
事
ハ
有
之
間
布
と
」
被
申
候
、
右

（

失

墜

）

口
の
へ
を
し
つ
」
つ
い
に
仕
候
と
て
腹
立
」
被
仕
候

一
ふ
か
町
印
籠
ノ
代
銀
、
」
先
日
御
返
候
銀
悪
候
而
、
」
先
様
へ
不
取

（

灰

吹

）

候
付
而
、
御
」
返
候
哉
も
被
存
候
而
、
上
く
」
は
い
ふ
き
を
只
今
拾

壱
匁
」
平
二
殿
へ
言
伝
上
申
候
、
但
」
ね
ち
か
い
て
先
様
ヨ
リ
」
銀

子
返
候
哉
、
寂
前
何
共
無
」
之
、
先
様
に
不
請
取
候
間
、
」
御
返
候

と
ま
て
承
候
付
、
」
さ
て
右
之
口
候
、
恐
愧
謹
言

西
七
兵

（
花
押
）

七
兵
衛
書
状
（
折
紙
）

タ
テ
ニ
九
•
五

ョ
コ
三
九
．

0
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此
便
着
候
間
、
書
中
」
不
具
候
、
い
せ
二
郎
左
殿
へ
も
」
右
之
通

御
心
得
頼
存
候
、
」
い
そ
き
て
害
中
不
承
候
、
」
以
上

（
山
田
）

宗
味
御
下
向
候
時
」
御
状
拝
見
申
候

（

小

堀

政

一

）

（

懐

石

）

一
遠
江
様
御
下
二
」
付
、
三
日
朝
御
茶
」
を
被
上
候
、
く
わ
い
せ
吾
」

な
と
も
殊
外
出
来
、
」
御
き
け
ん
無
残
」
所
如
前
ミ
、
色
ミ
様
ミ
」

御
用
共
被
仰
付
、
少
も
」
相
替
儀
無
之
候
、
」
七
月
よ
り
こ
の
か
た
」

の
口
口
を
と
か
し
申
候
、
」
か
や
う
に
目
出
度
相
」
済
可
申
と
ハ
我

口
不
存
、
三
日
之
朝
迄
ハ
」
気
遣
仕
候
処
二
、
千
』
秋
万
歳
を
う
た

ひ
」
申
侯
、
此
外
く
と
く
」
申
候
ヘ
ハ
ほ
こ
り
た
ち
」
申
候
間
、
筆

41

西

七
兵
衛
書
状
（
折
紙
）

九
郎

□衛
様

西

七

兵

御
返
報

L.. 

（
内
封
ウ
ハ
害
）

「
（
墨
引
）

ま
つ
山

よ
り

（
花
押
）

ク
テ
ニ
八
•
六

ヨ
n
四
ニ
・
三

（
力
）

御
上
之
由
弥
」
重
存
候
、
此
方
二
て
御
」
入
不
申
候
間
、
大
坂
ふ
我
等
』

上
候
時
御
礼
可
申
」
上
候
、
恐
愧
謹
言

十
一
月
廿
四
日

（
内
封
ウ
ハ
書
）

「
（
墨
引
）

た～

L 

を
留
申
候
、
」
春
ハ
早
ミ
罷
上
相
」
稼
儀
可
申
承
候

（

懐

紙

）

一
平
左
殿
御
下
候
時
」
＜
わ
い
し
六
百
韻
槌
頂
戴
仕
候
、
重
而
」
上
可

申
候
間
、
北
野
へ
」
御
こ
め
候
而
可
被
下
候
、
」
所
願
目
出
度
成
就
」

所
ミ
添
存
候

（
合
）

一
正
月
ニ
ハ
無
御
失
念
」
早
ミ
ニ
行
相
に
て
叉
」
百
韻
御
あ
つ
ら
へ
て
」

可
被
下
候
、
奉
頼
候
、
恐
愧
謹
言

十
二
月
四
日

西
七
兵

（
花
押
）

以
上

便
宜
候
間
、
一
書
申
」
入
候
、
修
理
殿
御
煩
」
御
本
腹
之
由
申
候
て
」

満
足
申
候
、
則
先
度
」
音
信
之
物
遣
侯
間
、
」
貴
所
5
も
人
を
御
」
添

候
而
可
給
頼
申
候
、
」
委
細
者
此
平
右
門
」
可
申
候
間
、
閣
筆
候
、
」

恐
ミ
謹
言知

月
十
八
日

い
せ
や九

郎
兵
様人

々
御
中

正
（
花
押
）

42

深
町
喜
左
衛
門
書
状
（
折
紙
）

ヨク
コテ
=-
五九．． 
0ニ
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い
せ
や九

郎
兵
衛
殿

五
月
六
日

（
大
文
字
屋
）

尚
ミ
、
其
元
へ
無
之
候
ハ
‘
、
」
大
も
ん
し
ゃ
に
て
成
共
」
こ
ひ

し
ゃ
に
て
成
共
」
御
取
候
て
可
被
下
候
、
か
し
く

先
度
者
台
子
」
ふ
ろ
か
ま
御
売
候
而
」
給
侯
哉
、
様
子
承
度
候
、
」
代

銀
先
度
上
申
侯
、
」
可
有
其
心
得
侯
、
但
」
其
分
に
て
た
り
不
申
候

哉
、
」
様
子
き
A

申
度
侯
、

（

銚

子

・

提

）

一
て
う
し
・
ひ
さ
け
」
未
出
不
申
候
哉
、
此
代
銀
ハ
」
い
ま
た
遣
不
申

侯
尤
申
候
、
」
此
も
の
に
可
給
候
、
ひ
と
り
」
な
り
と
も
出
来
申
候

≫
ヽ
9
‘
≫
`

哉
、
」
様
子
承
度
候

ー
は
ふ

n
L
J』
心
得
」
可
給
候
、

恐
ミ
謹
言

い
せ
や九

郎

□衛
殿

ふ

か

町

ま
い
る

L— 
い
つ
れ
も
懸
御
」
目
可
申
入
候
、

深
喜
左

正
（
花
押
）

43

深
町
喜
左
衛
門
書
状
（
折
紙
）

ク
テ
ニ
八
・
八

ョ
コ
三
五
・
ニ

十
一
月
五
日

(
0
前
欠
）

り
や
う
に
て
候
間
、
い
か
」
に
も
う
つ
く
し
く
候
を
」
頼
申
候

一
先
度
あ
つ
ら
へ
候
物
」
出
来
候
ハ
‘
、
よ
く
ー
＼
」
念
を
御
入
侯
而
、

（
印
判
）

キ
所
」
い
ん
は
ん
を
御
を
し
」
不
申
を
御
下
候
而
可
給
候
、
』
も
し

出
来
不
申
侯
ハ
‘
、
」
い
そ
き
御
あ
つ
ら
へ
て
」
御
下
頼
申
候
‘
猶

あ
と
」
よ
り
可
申
遣
候
間
、
委
」
不
申
候
r

恐
ミ
謹
言

ふ
か
喜
左

正
（
花
押
）

（
宛
名
欠
）

尚
ミ
、
四
郎
右
衛
門
を
ハ
御
の
け
候
て
」
為
其
申
入
候
、
以
上

昨
日
者
御
札
添
存
候
、
」
則
御
返
事
可
申
入
候
処
二
、
他
出
仕
候
て
」

無
其
儀
候
、
弥
ミ
御
折
昏
口
」
御
肝
煎
奉
頼
存
候
、
然
ハ
こ
の
く
ミ
」

八
人
之
内
四
郎
右
衛
門
を
ハ
御
の
け
候
て
」
御
折
昏
御
と
り
可
被
成
候
、

（

端

裏

内

封

ウ

ハ

書

）

ガ

」

「
（
墨
引
）
は
郎
兵
衛
様
又
右
衛
門

人
々
御
中

45

又
右
衛
門
書
状

44

深
町
喜
左
衛
門
書
状
（
折
紙
）

ク
テ

lニ
ニ
•
四

ョ
コ
四
六
．

o

タ
テ
ニ
九
•
四

ョ
コ
一
八
・
三

-117-



46 

こ
の
く
ミ
の
」
う
ち
ヘ
ハ
入
申
間
敷
候
由
申
来
候
、
」
其
御
心
得
可
被

成
候
、
恐
悛
謹
言

九

七

日

（
宛
名
欠
）

山
か
屋
二
郎
兵
衛
書
状
（
折
紙
）

尚
＼
銀
子
之
事
、
」
此
者
二
可
被
仰
下
候
、
拙
者
」
罷
上
度

侯
へ
共
、
目
養
生
」
い
た
し
候
間
、
近
日
」
罷
上
可
得
尊
意
候
、

以
上

（洛）

乍
恐
一
書
令
啓
達
候
、
豊
州
様
い
つ
比
御
」
上
落
候
哉
、
早
ミ
以
参
上
」

・（力）

可
得
尊
意
候
へ
共
、
先
度
¢
」
目
煩
候
ゆ
へ
不
能
其
儀
越
候
、
」
少
成

共
よ
く
候
者
、
其
元
」
御
左
右
次
第
罷
上
」
可
申
候

一
先
度
大
坂
へ
も
申
上
候
」
愛
許
御
借
銀
之
事
、
」
今
月
御
請
被
成
候

哉
、
」
か
し
候
所
ガ
拙
者
何
と
』
仕
候
、
そ
と
尋
申
候
ま
A

」
態
為

其
人
遣
申
候

（
呂
宋
）
．

ー
る
す
ん
¢
船
三
そ
う
」
帰
朝
申
、
是
ー
ー
白
糸
過
分
―
-
」
来
候
、
は
や

帰
朝
之
衆
」
は
り
ー
＼
罷
上
、
白
糸
う
り
」
＜
づ
し
申
、
白
糸
一
/

三
百
目
」
つ
A
-
＿
う
り
申
候
、
殊
二
当
年
之
ハ
」
上
ミ
ニ
候
‘
其
許

ー
ー
て
馳
走
」
御
座
侯
ハ
、
、
跡
¢
御
物
も
」
過
分
―
ー
上
可
申
候
ま

A
」

「

r
四
百
目
其
許
候
者
、
」
御
う
り
候
て
可
然
存
候

（
花
押
）

ク
テ
三
二
•
五

ョ
コ
四
五
•
四

（
関
西
大
学
非
常
勤
購
師

_） 
塩
権
兵
様ま

い
る
人
ヽ
御
中

ー
く
ろ
船
来
参
候
か
、
と
か
く
」
参
候
よ
し
、
さ
た
申
候
て
う
り
て
」

お
し
く
候
、
恐
憧
謹
言

七
月
廿
五
日

山
か
や
二
郎
兵
衛

（
花
押
）

二
郎
兵
衛
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